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　現在の日本社会では当たり前のこととして、日常で水道を気にとめる方はほとんどいないのではな

いでしょうか。

　亀岡市の水道人口普及率は98.2%、給水区域内普及率は99.7%と100%ではなく全国的にみても同様

で、いまだに公営水道が整備されていない水道未普及地域があること、個人で飲料水を確保されてい

るところがあることは現実であります。

　昭和30（1955）年に亀岡市が誕生した時点では、保津ヶ丘簡易水道を除いては公営水道はなく、

上水道事業は昭和34（1959）年１月から計画給水人口8,000人でスタートしました。

《水道事業創設期》
　水道事業の創設には建設にかかる補助金もいくらかありましたが、多額の地元の費用負担が必要で

した。このため、はじめは財産区などの資金が利用できる範囲で始まったようです。

　昭和34（1959）年以降、次々と簡易水道（合計24簡易水道）が創設されました。

　中には、鉱山事業に関連するものや観光事業に関連する簡易水道創設もありました。水道料金も当

初は定額制であったようで、使用水量の増大や用途の拡大により計量制（従量制）に変化したようで

す。

　創設期は亀岡町の役場を亀岡市役所としており、その中で業務をしていました。

　ここで、水道創設認可などについて当時、京都府職員としてご担当いただき、亀岡市の水道発展に

ご尽力いただきました藤川様（本市在住）よりご寄稿いただきましたので紹介したいと思います。
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・蛇口をひねればいつでも水が出てくる。

・その水はそのままおいしく飲める。

※昭和30（1955）年４月
　　上水道事業創設認可を取得し、
　昭和32（1957）年１月に事業に
　着手しました。
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《水道事業拡張期》
　昭和34（1959）年以降、次々と簡易水道は区域や施設の拡張、そして上水道への統合を行ってい

きました。また、上水道事業においては発展する亀岡市に対応できるよう第１次から第５次の拡張事

業を行ってきました。　

　水道資材やシステムの発展はすさまじく、現在の安定した水道施設となりましたが、この状況にな

るまでの365日・24時間水道を供給するための苦労は、地元の皆様をはじめ、水道工事に携わられた

業者の皆様、水道職員として勤務された皆様、そして水道事業に関係いただきましたすべての皆様に

多々あったろうと思います。

　現在の水道は先人の皆様のたゆまぬ努力によって存在することを改めて感謝したいと思います。

市政発足後の市役所新庁舎は、昭和33（1958）年10月に完成し、水道業務は昭和43（1968）年３

月三宅浄水場完成に伴い、事務所を場内に移転しました。

　ここで、亀岡市水道事業の拡張期に、上水道・簡易水道事業の最前線で水道の安定給水に向け、多

大なるご尽力をいただきました平井様のご寄稿を紹介させていただきます。
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●春日坂管理本館　昭和 51（1976）年４月～令和４（2022）年２月
　《昭和 51（1976）年３月　春日坂管理本館完成（上水道第４次拡張事業）》

　第４次拡張事業により、水道庁舎とし
て春日坂管理本館を建設しました。管理
本館では、中央監視室を設け、テレメー
ター、データロガーによる両浄水場（三
宅・千代川）の運転監視を行うとともに、
水質試験室を設置しました。
　又、下水道事業も庁舎内に事務所を設
け、公営企業部、上下水道部庁舎とし、
親しまれていました。

●三宅浄水場　昭和 43（1968）年４月～昭和 51（1976）年３月
　《昭和 43（1968）年３月　三宅浄水場完成》

　しばらくは、この浄水場内で業務して
いましたが、三宅浄水場の拡張整備工事
により、一時、市役所前の専売公社用地
内に仮移転しました。

●市役所新庁舎内　昭和 33（1958）年 10 月～昭和 43（1968）年３月
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　次に、水道の創設期から第５次拡張事業、簡易水道事業の創設拡張に至るまで、常に最前線で活躍

いただき、水道事業の発展にご尽力をいただきました宇古様に水道事業の思い出をご寄稿いただいて

おりますので、ご紹介します。

　次に、経営や事業運営にわたり、拡張期の担当者として、また、退職時は上下水道部長として料金

改定や水道未普及地域解消などに尽力いただきました大坪様のご寄稿も紹介させていただきます。
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【南つつじケ丘第1配水池】【昭和52（1977）年上水道分水工事】

第２加圧ポンプ 第３加圧ポンプ第１加圧ポンプ

【保津水源】
ポンプ室
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　また、「懐かしい思い出」として当時の職員のエピソードなど、伝え聞く話もいくつか紹介したい

と思います。
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《現在》
　現在は雷に弱い電子機器や老朽管路である石綿セメント管はなくなり、断水につながる事故発生は

大きく減少しましたが、耐用年数の経過した老朽管路は多くなってきており、計画的な更新により耐

震化も進めています。

　簡易水道も上水道事業と統合し、一つの亀岡市水道事業として「おいしい水の安定供給」に励んで

まいります。

　昭和51（1976）年４月から上下水道部庁舎であった春日坂管理本館は、建物の老朽化や耐震強度

が十分でなかったことから、亀岡市役所に隣接する旧京都地方法務局亀岡出張所庁舎を取得・改修し、

新たな上下水道部庁舎に整備して令和４（2022）年２月から新たに市民サービスの向上に取り組ん

でいます。

●上下水道部新庁舎　令和４（2022）年２月～

　庁舎には、総務・経営課、お客様サー
ビス課、水道課、下水道課があり、お客
様の窓口として、民間委託の上下水道お
客様センターが検針や料金、閉開栓や新
規受付け等の業務を行っています。

畑野町の通水式風景
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　最後に、亀岡市職員として水道事業に対する愛情と先進的な事業に大きく貢献され、この記念誌の

作成に当たっては立ち上げ当初から編集にご尽力とご指導ををいただきました関口様より、水道事業

への思い出や当時の状況を数多くご寄稿をいただいておりますので紹介し、締めくくりとします。
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　本記念誌の作成に当たり、ご寄稿をいただきました皆様方に改めてお礼を申し上げます。ありがと

うございました。

　改めまして、亀岡市の水道事業が、創設してから多くの関係者の方々のご苦労とご努力により、今

日の亀岡市水道事業が健全に運営できていることに感謝申し上げますとともに、皆様のご健勝とさら

なるご活躍をご祈念いたします。
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